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6月の勝浦町議会議員一般選挙において，栄えある当選者が決ま

りました。任期の始まった平成� 7年� 7月10日から� 4年間，町政が更

に飛躍することをご期待いたします。� 

(世帯数) 2，072戸 (人口)男 3，570人 女�  3，848人計�  7，418人� (平成7年� 6月末日現在) ⑨⑧⑨ 
(出生)男3 女O 計3 死亡)男3 女3 ~十 6 転入) 男 5 女4 計 9 転出)男 9 女9 計18

広報かつうら� 8月号第302号平成7年8月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL (08854) 2-2511(代) FAX2-3028 ⑨⑧ 
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副議長

山田昌男�  
議

時部

長

源一�  
(64歳)� (67歳)

勝
浦
町
議
会
議
員

六
月
に
行
な
わ
れ
た
勝
浦
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
栄
え
あ
る

当
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
二
十

一
世
紀
へ

向
け
て

の
ま
ち
ゃ
つ
く
り
と
し
て
「
住
ん
で
よ

く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
|
阿
波
勝
浦
」

建
設
を
目
指
し
、
町
政
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

町
民
か
ら
新
町
政
を
託
さ
れ
た
新

し
い
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
「
住
ん

で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
|
阿
波
勝

浦
」
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し

ま
す
。

改
選
後
の
初
識
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
薦
に
よ
り
、
正

・
副
議
長
の
要
職
に

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
共
は
、
自
分
の
浅
学
非
才
を
顧
み
ま
し

て
、
責
任
の
重
さ
を
一

一層
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
町
政
の
推
進
と
識
会
の
円
滑
な

運
営
の
た
め
懸
命
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り、

二
十

一
世
紀
へ
向
け
て
の
勝
浦
町
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
諜
題
の
も
と
に
、
町

戸
民
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
「
住
ん

を

訟

をT
 
J 


就

任

あ

般
選
挙
当
選
者


¥』ノ

さ
溝田義昭�  国清柴�  

(53歳) (50歳)

つ
目
指
し
て
稽
極
的
に
取
り
組
み
、
魅
力
と
活

力
に
あ
ふ
れ
た
郷
土
勝
浦
を
つ
く
り
あ
げ

た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

私
共
は
、
は
な
は
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
先
輩
、
同
僚
議
員
の
ご
支
援
と
ご

鞭
躍
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
職
貨
を

全
う
す
る
た
め
誠
心
誠
意
努
力
い
た
す
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
指
導
と
ご
鞭

躍
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。 で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち 

阿
波
駿
凋
」
を

l

議

長

副
議
長

山蔀�  

回

畠源

男 一
森敏治�  福徳童二�  

(57歳) (56歳)

(
敬
称
略
)

暑
電

中

お

見可

舞 末贋正太郎� 
(72歳)

し、


勝勝中 

浦し
町
き浦上
議町げ�  

E ま

宮本久治� 
(60歳)

神原忍�  
(59歳)

森健�  
(60歳)

原田昭三�  
(66歳)

同長す�  中西晴美�  瀧口良一� 西漬勝己�  
(72歳) (64歳) (59歳)

-_ . __.__.__._-、-----‘-_.__._-‘~，‘--由 

井出幸夫�  押栗義雄�  
(41歳) (60歳)

図
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し五歴し
て日書ま次
くま� ( すの
だで市のと 勝
さに販でお
い病のずり 浦
。院も」臨

事務 )の 義玉職時 病
局をの員 院
へ八 z主

臨提月 

出十履集 


時

、

f¥ 

wm 

回

町職員採用試験

次のとおり職員採用試験を実施しますので， 希望の方は申込み用紙

を町役場総務課ヘ請求し，提出してください。(試験案内の詳細につい

ては，総務課で8月1日から交付し ます。)

採 周
戸'5t 験 資 格ι試験区分 試 験 日 申込み受付期間試験地

予定人員

昭和45年4月2日から
一般事務

若干人昭和53年4月1日まで
初 級問

い詳
職
種

期
に生まれた者 徳島県立 平成� 7年8月l日間 職 から平成� 7年8月平成� 7年9月 城南高等合細 昭和41年4月2日以降

わに 介八平
せ つ 護年成 貝
くい 人 三 七
だて 月年 募
さは 若ま九
しヨ 、干で月 集
。病 人 か

院 勺

ノ¥


t:，' 

保健婦

労務職

に生まれた者で保健婦� 

助産婦看護婦法に定め

る保健婦の免許を有す

る者� 

昭和31年4月2日か ら

昭和53年4月1日まで

に生まれた者� 

若干人

若干人

17日(日)

平成� 7年9月

30日仕)

字 校� 

勝浦町繍

15日までの執務日

の午前� 8時30分か

ら午後� 5時。

(土曜日，日曜日

を除く 。

技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発
促

進
法
に
基
づ
い
て
、
技
能
者
の
皆
さ

ん
が
も

っ
て
い
る
技
能
の
程
度
を

一

定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
公
証
す

る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
四
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
徳
島
県
で
は

現
在
ま
で
に
、

一
万
三
千
四
百
八
十

八
人
が
合
格
し
、
技
能
士
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。試

験
は
、
職
種
に
よ

っ
て
特
級
・

一
級

・
二
級

・
三
級
及
び
単
一
等
級

に
区
分
し
、
実
技
と
学
科
の
試
験
を

行
い
ま
す
。

特
級
・
一
級
及
び
単

一
等
級
の
合

格
者
に
は
労
働
大
臣
、
二
級
及
び
三

級
の
合
格
者
に
は
徳
島
県
知
事
か
ら

合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
「
技
能
士
」

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受検申請受付期間� 平成7年10月2日(月)から平成7年10月13日(創まで

[特級職種]

金属熱処理，機械加工，仕上げ，機械検査，機械保全，電子機器組立て，

電気機器組立て，建設機械整備，婦人子供服製造，紳士服製造� 

[1・2級]

鉄工，工場板金，機械検査，機械保全，自動販売機調整，空気圧装置組

立て，油圧装置調整，農業機械整備，冷凍空気調和機器施工，ニ ット製

技能検定実施職種

(予定)

品製造，婦人子供服製造，紳士服製造，和裁，機械木工，家具製作，石

材施工，パン製造，菓子製造，水産練り製品製造，みそ製造，建築大工，

ガラス施工，かわらぶき，配管，印章彫刻，塗装，型枠施工，鉄筋施工，

コンクリート圧送施工，防水施工，内装仕上げ施工，カーテンウオール

施工，テクニカルイラストレーション，機械・プラント製図

[単一等級職種]

枠組壁建築，浴槽設備施工，樹脂接着剤注入施工，� 

[ 3級職種]

バルコニー施工

機械検査，とび，テクニカルイラストレーション� 

徳島県職業能力開発協会〔徳島市新浜町1丁目1-7 TIl0886--63--2316) 

受検申請受付場所 f恵島テクノスクール 〔徳島市南島田町2丁目 ffL0886--31--1474) 

阿南テクノスクール 〔阿南市桑野町字岡元� 皿0884--26--0250)

~町、、
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英語指導助手	 勝浦のみなさん さようなら
カディヒー・カレン・アンさん来町

勝浦町は，国の実施し

ている外国青年招致事業

(自治・外務・文部の三省

による語学指導や国際交

流を行う事業)の継続に

よって，本年� 7月24日か

ら平成� 8年� 7月23日まで

の� 1年間「英語指導助手」としてカデイヒー ・カレ

ン・アンさん� (28才)を招きました。

4
英
会
話
教
室
の
生
徒
と

早くも� 2年間が過ぎました。勝浦とお別れすると思うと
カディヒー・カレン ・アンさんは� 2学期から勝

浦郡の中学校等(月 ・水・木曜日は勝浦町，火 ・金

曜日は上勝町)で勤務し，英語担当教諭と共同授

業にあたります。夜間は町内の青年 ・成人を対象

に毎週水曜日， 初級・中級に分かれた英会話教室の

講師として英会話の指導にあたってくれる予定に

なっています。� 

'西岡の教員住宅で一人で生活し ています。日本

語があまりわかりませんが，出会った時などはあ

いさつをかわしてください。また，日常生活におい

て，いろいろと不便を感じられていると思い ます

ので，親切に教えてあげてくださ� Po

カデ、イヒー・カレン ・アンさんとコミュニケーシ

ョンを図りながら，国際感覚を身につけましょう。

*カディヒー・カレン・アン さん

氏 名� CuddiheyKaren Ann 

出生地� Ottawa Ontario州(オタワオンタリ刺刊

性別女性 国籍カナダ�  

国 曾冒窃自⑫ 


本当に淋 しくなります。

イギリスへ帰ると仕事を見っけなければなりません。私

はイギリスでは，� AETのような素晴らしくて面白い仕事を

見つけることはできないと思います。

勝浦郡で大変面白くて，刺激的な生活を送ることができ

ました。� 3校の中学校と幼稚園 ・小学校，そして大人の英会

話を教えました。いつも忙しくて面白かったです。� 2年間で

たくさんの勝浦の人にめぐりあいました。だからどこに行つ

でもその人たちに会い，毎日車から誰かに手を振ることがで

きました。ほんとうに勝浦は私に とって「マイホーム」にな

りまし た。だからこの勝浦を離れる事は本当に悲しいです。

私は，私の国へ帰らなければなりません。だけど，最初

に短かい聞ですが，友達と一緒にとても暑い所のパリへ行

きます。そ れから勉強のためにニュージーランドへ行く予

定です。多分12月にはイギリスへ帰るつもりです。

私は� 2年前よりたくさん変わりました。勝浦の生活の経

験が私 を変えまし た。日本の仕事は終りましたが，どこに

いても勝浦の思い出を大切に思っており ます。ありがとう

ございました。

Let'stalkinEnglish 

国際化時代に対応する人づくりを目指し，社会総合大学の一

環として 「英会話教室」を開設しています。

毘閏邑呂田 講師はカレンさんが夜間に英会話の指導にあたってくれます。

受講を希望される方は，次により申し込みをしてください。

女開設期間

平成� 7年� 9月初旬から約� 1年間(毎週水曜日� 1回)

・初級コース 午後� 7時30分から� 8時30分まで

・中級コース 午後 8時45分から� 9時45分まで

宮崎場 所 勝浦町住民福祉センター

講 師 カデイヒー ・カレン・アンさん� 

*申	 込 8月16日までに「はがき」にて

表 裏� 

771-43 電 年令氏 住望希 ー央lz4・z+4k 

女募集人員 初級コース� 25名

中級コース� 25名

各コースとも定員に達し次第締め切ります

*対象 者

町内に在住または勤務する15歳以上の方で，年間

を通じて受講できる人(小・中・高・大学生は受講できません)

勝
浦
町
久
国

勝
浦
町
役
場
内

教
育
委
員
会

話
番

名所

下Eコ7 
す
る
コ

ス

言古
教
室
申
込
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H
み

女� 
j由

車会

一一一一一
と
き
八
月
一
日

l

一一回

由一一一

7
日・� 

日
・
幻
日

H

〆町、

戸、、� 

⑨⑧⑧⑧⑧ 

・
図
書
寄
贈

-
資
料
寄
贈

食
柱
時
計

食

農

具

食
槍

-
絵
画
寄
贈

女

墨

絵

七
月
七
日
、
七
夕
祭
り
の
午
前
十

時
か
ら
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
で
会

長
、
副
会
長
を
始
め
会
員
多
数
の
出

席
を
得
て
、
平
成
七
年
度
総
会
を

開
催
、
平
成
六
年
度
行
事
報
告
に
続

き
決
算
報
告
、
平
成
七
年
度
行
事
案

及
び
予
算
に
つ
き
審
議
し
、
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
席
に
お
い

τ、
先
日
実
施
さ
れ
た
坂
本
龍
馬
遺

跡
探
訪
の
旅
会
計
報
告
も
承
認
、
今

秋
及
び
来
春
の
史
跡
探
訪
が
早
く
も

待
ち
遠
し
い
雰
囲
気
で
会
は
終
了
。

み
な
さ
ん
も
年
会
費
二
百
円
で

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
実
に
楽
し

い
実
り
の
あ
る
会
で
す
よ
。

図
書
館
行
事
と
休
館
日

化
石
展

1
日
1
日
日

図
書
館
二
階

土
曜
こ
ど
も
映
画
会

固
冒
回
国
  
b
d
m
v

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

町
内
外
有
志
の
方
か
ら
た
く
さ
ん

の
図
書
・
資
料
・
絵
画
の
ご
寄
贈
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
披
露

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
平
成
六
年
七
月
二
十
六
日
か
ら

平
成
七
年
七
月
十
二
日
ま
で
)

杉

本

裕

美

様

一

楽

安

子

様

蔀

長

吉

様

玉

置

雅

代

様

井

上

八

美

様

新

居

贋

子

様

尾

山

仁

美

様

鈴

江

全

階

様

瀧

花

順

子

様

中

通

明

子

様

長

田

喜

広

様

桂

木

勲

様

豊

弁

喜

美

代

様

平

尾

智

男

様

日
下
智
世
子
様
市
川
晴
一
郎
様

笹
山
幸
一
様
(
神
戸
市
在
住
)

相 蔀藤豊中
原 本田田

高
膳
・
他

忠
雄
様

要
助
様

明
男
様

長
吉
様

亨
様

竹
田
和
代
様

(
小
松
島
在
住
)

A パラクリオセラス� s-p
 
41cmX20伺� (H.7. 1. 1立川にて発掘)
 

明
日
本
一
と
自
負
さ
れ
る

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど

第
二
固
化
石
展

一

立
川
と
県
内
化
石

八
月
十
五
日

一一

と
自
負
さ
れ
て
い
る
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

で
す
。展

示
さ
れ
る
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
二
点

は
、
平
成
七
年
一
月
一
目
立
川
で
出

土
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
今
回

の
化
石
展
を
契
機
に
学
界
で
知
れ
渡

る
と
学
校
の
教
科
書
や
参
考
書
に
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
の
代
表
と
し
て
紹
介
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

や
オ
ウ
ム
の
化
石
な
ど
三
百
余
点

を
公
開
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
が
長
年
ご
愛
蔵

さ
れ
て
い
る
化
石
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
同
時
に
展
示
、
ご
披
露
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
出
品
く
だ
さ

3

0

 

場
所
勝
浦
町
図
書
館
二
階

-R -R



主
催
勝
浦
町
図
書
館

一

一

一

共
催
徳
島
県
化
石
同
好
会

一-

恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ
一
躍
脚

光
を
浴
び
た
勝
浦
町
立
川
の
化
石
は
、

平
成
六
年
徳
島
県
化
石
同
好
会
の
ご

協
力
で
化
石
展
を
開
催
、
町
内
は
無

論
、
県
内
外
か
ら
も
多
く
の
観
客
に

見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
好
評
に
よ
り
、
本
年
も
立
川
の

出
土
品
を
中
心
に
県
内
の
化
石
も
展

示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
の

化
石
展
の
目
玉
は
、
何
と
い

っ
て
も

そ
の
大
き
さ
と
保
存
状
態
が
日
本
一

日
日
・
初
日

午
後
二
時

1
三
時

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

女
マ
ン
ガ
教
室

幻
日
午
後
二
時
1
四
時

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

-
岡
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
目

9
日
・
初
日

食

休

館

日

O
月
曜

・と き� 8 月 22日附午後 2 時~4 時

・ところ 勝浦町図書館� 2階視聴覚室

・先生勝浦町イラストクラブ会員

・用意するもの鉛筆(Bか2B)・

消しゴム等持参

※用紙は，� 図書館で用意します。
A オウム貝

・
月
末
整
理
日
�
 

-m日
・
出
日

固

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
マンガ教室

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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短
夜
や
仔
牛
は
市
へ
引
か
れ
ゆ
く

坂

本

林

秋

雄

-

俳

句

紫
陽
花
の
悶
に
濡
れ
つ
つ
今
朝
の
色
/

梅
雨
深
し
留
守
居
の
刻
の
長
か
り
し

坂

本

美

馬

直

枝

鈍
行
の
一
輔
す
ぎ
し
青
田
か
な

竹
落
葉
水
産
7

窟
の
音
色
か
な

坂

本

新

居

普

五
十
年
戦
後
語
り
て
夜
の
短
か

薫
風
や
農
ひ
と
す
じ
の
老
夫
婦

坂

本

大

亀

恵

一

新
築
の
母
屋
に
育
つ
燕
の
子

薫
風
に
滝
水
散
り
て
光
り
け
り

坂

本

仙

才

清

留
守
番
の
居
眠
り
覚
す
燕
の
子

短
夜
や
夢
や
ぶ
ら
れ
て
寺
の
鐘

坂

本

横

山

矩

仁

男

あ
め
ご
追
う
槍
戸
の
務
に
風
薫
る

水
守
る
棚
田
の
里
や
風
薫
る

坂

本

中

山

治

病
窓
の
カ
ー
テ
ン
白
く
夜
の
短
か

¥、J

¥』

〆 あ あ 短 詩

. 
一

。弁護士相談日: れ 角� j頼 。ド ιー

由
国

毎月第� 1・第3水曜日 も 句 みJ¥ 俳豊 川短中�  
月 句田 柳歌田�  JlI 

. 
ち

午後� 1時-4時

J
一 一一ヤ 相P山山

求
一

姶
請
タ

蜘部
険保

セン

鵬
車

談

訪
朝
相 

十 人 人人ス
募地

島徳 日 二 明 一一一一� J二
句 句首 集

八
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人
一
首

九
月
五
日
締
切
り
川
柳
一
人
一
旬

T
E
L

二
|
四
五
八
三

短
夜
や
妻
と
添
い
寝
の
障
子
窓

薫
風
や
新
築
中
の
槌
の
音

坂

本

福

良

伴

二

白
き
も
の
白
く
着
こ
な
し
夏
遍
路

手
花
火
を
持
つ
手
小
さ
く
震
え
を
り

生

名

丸

山

香

月

岩
清
水
し
ぶ
き
に
育
つ
苔
も
あ
り

梅
雨
晴
れ
や
天
に
道
あ
り
飛
行
雲

生

名

滝

口

松

月

あ
か
は
ら
の
株
間
に
漂
い
微
動
な
く

七
変
化
雨
を
受
く
程
地
に
伏
し
て

生

名

石

田

白

萩

き
り
さ
め
に
あ
じ
さ
い
ぬ
れ
て
朝
を

ま

つ

生

名

花

一

房

一

春

花

タ
映
の
青
田
に
遠
く
蛙
鳴
く

老
鴬
の
優
し
き
声
に
姿
追
う

生
名

小
西

典

子

青
田
道
駆
け
る
豆
靴
追
い
つ
け
ず

一
刷
毛
の
雲
美
し
く
天
の
川

沼

江

駒

津

光

洋

肉
牛
に
別
れ
も
間
近
か
ま
ぐ
さ
刈
る

田
園
に
草
取
る
人
の
影
も
な
く

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

山
吹
の
実
も
な
ら
ず
し
て
春
は
行
く

み
に
な
ば
た
に
短
冊
吊
る
す
青
い
竹

棚

野

谷

新

太

郎

次
⑨
⑨
⑥
⑧
集


あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ 

短
歌
大
会
開
催

例
年
の
と
お
り
勝
浦
町
短
歌
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ご
応
募
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

短
歌
大
会
に
先
立
ち
立
川
「
恐
龍

の
里
」
を
尋
ね
る
こ
と
に
し
ま
す
。
ご

参
加
ご
希
望
の
方
は
応
募
ハ
ガ
キ
に
、

「
恐
龍
の
里
参
加
」
と
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。

「巳

日
時
平
成
七
年
九
月
九
日
(
土
)

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

場
所
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

講

師

松

並

武

夫

先

生

投
稿
締
切
り
八
月
二
十
日
必
着

自

由

詠

一

首

参
加
料
五
百
円
(
当
日
持
参
)

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

T
E
L

二
|
四
五
八
三

文
化
協
会
文
芸
部
よ
り

「
勝
浦
町
民
文
芸
集
」
か
つ
う
ら

第
三
集
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

・
俳

句

三

十

二

名

こ

ど

も

俳

句

十

名

短

歌

三

十

五

名

川

柳

二

十

一

名

詩

四

名

漢

詩

一

名

随
筆
四
名

の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
忙
し

い
と
こ
ろ
心
よ
く
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

じ
た
。

(
中
田
)

整
理
・
編
集
を
し
、
七
月
十
三
日

印
刷
所
へ
原
稿
を
渡
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
三
回
程
校
正
を
し
、
今
秋

に
は
出
版
で
き
る
予
定
で
す
。
お
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

時

所

間

交通事故相談 日� 

日

場

時 

-相談員

8月25日(創

小松島中央会館

午前10時から午後� 4時まで

(受付時間午後 3時まで)

藤本浩

-電話のご相談もお受けします 

勾 通事故 ft0886-22-5279(直通)

相談日. 月曜から金曜午前 9 時半~12時

ご相談
午後 1 時 ~4 時40分(祝祭日を除く) しミ 中 て 横 て 歌 の

O専門の相談員が親身になってご相談に応じます ず 切 先 先

固� 

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
詩のこみち
短歌　俳句　川柳募集

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



込y交通事故死榔めざして

「事ムの提言」
募集中ノノ

-テー マ 交通事故死半減をめざして

0

"""' 

砂砂�  I//JI//J/1，伊 I//JI//JI//J1//1'I//J1//1fll/f/IIf/IIf/IIf/IItI//I11//1o.伊紗 tI//Io.砕1///11///11///1

交通安全ファミヲー炉支

募集425M

-テー マ 「我が.家の交通安全」

ご家庭，また家族の構成員として学校，職場，地

域等において交通安全について考え，話し合った内

容や方法，その結果実行していることなどのほか，

交通安全につながる，日常の会話や独自の工夫，慣

行などの実践例。

・応募期間

戸、、、

・表 彰

回

..

H.・. ・...・・....各部� 1名H

・応募期間 平成� 7年� 9月15日まで(当日消印有効)

・応募資格

満16歳以上の個人で国籍は問わない。(但し日本在住)

・応募規定

・表紙(1枚目)に下記の事項を必ず書き入れること。

①題名②提言要旨� (200字以内)③氏名(ふりがな併

記)④郵便番号 ・住所(ふりがな併記)⑤電話番号

⑥生年月日⑦職業③性別⑨この企画を何で知ったか

⑬運転免許の有無と種類

・手書き原稿の場合には，必ず400字詰め原稿用紙を用

いること 。� 

-ワープロ原稿の場合は，40字x40行でプリントすること

・1，200字以上，� 4，000字以内。� 

• 	1人につき� 1作品の応募で，未発表の作品に限ります。

・表	 彰

最優秀賞� 1名

優秀賞�  5名以内

佳 作� 50名以内

・応募先 	 干106東京都港区西麻布� 3丁目24番20号

(財)日本交通安全教育普及協会 私の提言募集係

※審査に関するお問い合わせには，一切応じられません0

・その他

入選者に直接通知し，主催団体の発行する機関誌

「交通安全教育」にて平成� 8年� 1月中旬発表。

※応募の作品は，返却しません。

※著作権は例日本交通安全教育普及協会に帰属します。

-作文には，内容にふさわしい題をつけてください。


また，応募作品には， 応募区分，住所・郵便番号，


氏名，年齢，職業， 電話番号を明記してください0


・送り先	 〒100東京都千代田区霞が関3-1-1

総務庁交通安全対策室 交通安全作文募集係� 

(3) 作文は，未発表のもので自作のものに限ります0

平成� 7年� 7月� 1日から同年� 9月20日(消印有効)まで

・応募区分� 

① 小学校低学年の部(1年生及び� 2年生)� 

② 小学校中学年の部(3年生及び 4年生)� 

③ 小学校高学年の部(5年生及び� 6年生)� 

④ 中学生の部� 

⑤ 母親・一般の部

・応募方法

(1)小学生及び中学生
 

.400字詰原稿用紙� 3枚以内


・作文には，内容にふさわしい題をつけてください。また，

応募作品には， 応募区分，住所・郵便番号，氏名，学校名，

学年，学4姉在地・郵便番号・ 電話番号を明記してください0

・送り先 〒101東京都千代田区外神田2-2-17共同ビル

交通安全作文募集係日本交通福祉協会(柑

(2)母親 ・一般

・400字詰原稿用紙� 5枚以内� 

(2

(3

(1)最優秀作総務庁長官賞.� 

) 優秀作総務庁長官官房交通安全対策室長賞

…各部� 3名以内� 

) 佳 作総務庁長官官房交通安全対策室長賞

・小学校の各部及び中学生の部…各学年� 6名以内� 

H.母親 ・一般の部…...・ ・………………� 6名以内

最優秀作受賞者は，平成� 8年� 1月開催予定の交通

安全国民運動中央大会において表彰します。

・その他

審査の結果は，入賞者のみ本人あて(小学校の各

部及び中学生の部にあっては，都道府県教育委員会

から学校長経由)通知します。

応募原稿は，一切返却しません。

入賞作品の著作権は，主催者に帰属するものとします。

入賞作品は作品集にまとめ，入賞者及び関係方面

に配布します。� 

MUS04
テキストボックス
第5回　交通事故死半減をめざして
私の提言募集中

MUS04
テキストボックス
交通安全ファミリー作文募集中

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



8月あき缶回収日程表
家庭ゴミ出す前に分別チェック

十一一今月のあき缶分別回収日一一→

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ
れ
た
袋
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

⑨
ア
ル

ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
ピ

ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の
物
は
入
れ
な
い

で
く

だ
さ
い
。

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

岡
4

、
一一，

4
=噌
可
抗
=
、
一

へ効

v
f
b

n

¥ー'

¥} 

⑨
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル

・

ア
ル
ミ
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

、 

川

到

圃

酬

z
Z
d

A
;LF

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い

0 

圃， 

園

出
川

晶圃
勾仇J 

回

収

日

を

一

部

変

更

し

ま

す

櫛

第
二
月
曜
日
を
第
二
木
曜
日
に

今
月
の
第
二
月
曜
日
は
お
盆
の
た
め
、
収
集
業
務
を
休

み
ま
す
の
で
、
第
二
月
曜
日
に
該
当
す
る
地
区
は
、
第
二

木
曜
日
の
八
月
十
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

回収 日 地 区 土暴 所

第 石原 桜 建 告白又凡 事 務 所

一 沼江�  Y召 江 集� dzkz 所

月 掛谷 控ト '山口l 集� izkz 所 前

曜 山西�  J A 生比奈支所保冷庫前
(果樹試験場上り口

日 中 角 農 キす 婦 人 の 家� 
(7日) 。 馬越ゴミフェンス横

第 今山 今山橋北詰ゴミフェンス横一
黒岩 運動場入口(小屋の横)木

イシ

曜 星谷 川口氏宅の貯蔵庫前
日

中 山 ?背 防 圭ロ士口 所 横(10日)

第 生名 東 林 庵

イシ 島豆腐屋 さ ん前

月 久国 久 国 集� ~ 所 裏

曜 棚野 河 川 敷 ゲ ー ト ボ ー ル 場 横

日 。 パチンコ庖前道路南側�  
(21日) 。 大 井 堰 碑 。コ 前

横瀬 前� JlI 集� dzkz 所

第 。 勝浦郡農協本所

四 。 広� j頼 宅 東

月 。 小倉新平宅前三叉路

曜 |日 農 協J E事� t也

日 与川内 勝浦郡農協与 川 内出張所�  

(28日) 坂本 勝浦郡農協坂本事業所横

イシ ;南 F方 号ロ口士 所 横

お盆のごみ収集

業務休業� 

8月14日'"16日

8月14日伺)から16日(水)は

お盆のため，ごみ収集業務

を休業いたします。

美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち 
つ
く
り

全
町

一
斉
清
掃
に
参
加
を
グ

今
年
も
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第


一
日
曜
日
を
町
の
全
町
一
斉
清
掃
日


と
定
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
環
境


衛
生
の
保
全
、
環
境
美
化
の
向
上
に


ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。


八
月
に
お
い
て
も
八
月
六
日
間
に 

全
町
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

区
長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示

に
従
っ
て
、
各
地
区
の
実
情
に
合
っ

た
方
法
で
、
一
戸
に
一
人
は
必
ず
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

大変ご迷惑をおかけいた

しますが，ごみを出さない

ようお願いいたします。

なお，休業日前後は，ご

みが集中すると思われます

ので，各家庭で計画を立て

ごみ収集業務にご協力くだ

さp。

会地区の集会所周辺や公園の草刈り

国� 
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戸ヘ

ノ。

「子供の権利条約」

について


う
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
生
活
が
な
り

た
っ
て
い
ま
し
た
。
お
互
い
の
違
い

を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
子
供

た
ち
の
人
権
も
守
ら
れ
る
よ
う
に
努
力

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
年
二
回
、
市
か
ら
学
校
を

通
じ
て
転
校
希
望
届
け
出
の
用
紙
が

生
徒
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

転
居
を
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
、
転
校

は
た
や
す
く
実
現
で
き
な
い
の
に

対
し
て
、
希
望
す
れ
ば
簡
単
に
転
校

で
き
ま
し
た
。
子
供
に
対
す
る
虐
待

を
見
聞
き
し
た
ら
、
そ
れ
が
大
人
に

ま
し
た
。

一
つ
違
い
の
弟
が
日
本
の
小
学
校

の
六
年
生
に
復
学
し
た
時
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
ま
で
「
自
分
を
出
し
な
さ

い
。
」
「
自
分
を
確
立
し
な
さ
い
よ

と
い
う
ふ
う
に
教
え
ら
れ
て
き
た
弟

は
、
日
本
の
学
校
に
大
き
な
*
キ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

「
カ
ナ
ダ
で
は
こ
う
だ
っ
た
よ
。
」
と

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
ク
ラ
ス
裁

判
を
受
け
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
彼
は
、
ひ
と
り
黒

板
の
前
に
立
た
さ
れ
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
一
人
ひ
と
り
か
ら
「
今
か
ら
で
も

遅
く
な
い
か
ら
日
本
人
に
な
れ
。
」

「
カ
ナ
ダ
に
戻
っ
た
ほ
う
が
良
い
。
」

な
ど
の
批
判
を
う
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
担
任
の
先
生
の
「
日
本

に
な
じ
む
よ
う
に
努
力
し
な
さ
い
。
」

の
一
言
で
終
っ
た
そ
う
で
す
。
弟
は
、

自
分
の
存
在
を
否
定
さ
れ
た
く
や
し

さ
で
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
弟
は
「
で
も
自
分
は
自
分
で

い
た
い
。
い
ろ
ん
な
経
験
を
と
う
し

て
、
自
分
を
形
づ
く
っ
て
き
て
、
そ

し
て
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
い
ろ
ん
な
体
験
を
し

た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
を
持
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
、
彼
が
日
本
人
で
な
く
な
っ

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

む
し
ろ
、
日
本
人
と
し
て
多
方
面
か

ら
物
事
を
見
、
そ
し
て
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、

人
権
と
い
う
も
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
ひ
と
つ
の
出
来
事
で
し
た
。

日
本
人
は
、
昔
か
ら
人
に
合
わ
せ


る
こ
と
で
安
心
感
を
お
ぼ
え
て
き
た


の
で
し
ょ
う
か
。
「
み
ん
な
が
同
じ
で


あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
は
、
一


方
で
「
違
う
も
の
」
を
み
ん
な
で
排


除
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な


い
の
で
し
ょ
う
か
。
「
人
は
み
ん
な
同


じ
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を


持
っ
た
存
在
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
認
め
る
こ
と
が
、
「
人
権
尊
重
」

の
第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。
大
人
に

A
a

よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
の
あ

い
だ
の
い
じ
め
で
あ
っ
て
も
、
す
ぐ

に
人
権
委
員
会
に
電
話
を
す
る
よ
う

に
と
、
学
校
の
先
生
が
、
生
徒
に
人

権
委
員
会
の
電
話
番
号
を
明
示
し
て
、

な
ん
ど
も
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
す
こ
し
前
に
、
在
日
朝
鮮

人
の
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
チ
マ
チ

ョ
ゴ
リ
を
切
る
な
ど
の
日
本
人
の
差

別
意
識
を
示
す
悲
し
い
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
学
校
で
は
、
ロ
シ
ア
人

は
ロ
シ
ア
人
、
中
国
人
は
中
国
人
、

イ
ラ
ン
人
は
イ
ラ
ン
人
と
し
て
生
活

し
、
一
方
で
彼
ら
は
確
か
に
カ
ナ
ダ

対
す
る
子
供
の
人
権
、
家
族
に
お
け

る
子
供
の
人
権
、
い
じ
め
に
あ
っ
て

い
る
子
供
の
人
権
。
そ
し
て
、
外
国

人
労
働
者
の
家
族
で
あ
る
子
供
た
ち

の
人
権
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、

多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
ま
ず
一
歩
と
し
て
身
近
な
人
権
問

題
に
目
を
向
け
、
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
子
供
の

権
利
条
約
が
日
本
で
も
よ
う
や
く
批

准
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
「
人
権
」
と

い
う
も
の
を
日
本
人
と
し
て
で
は
な

く
、
地
球
人
と
し
て
考
え
て
行
き
た

い
と
、
思
い
ま
す
。

(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス

ト
作
文
集
か
ら
)

戦
没
さ
れ
た

人
た
ち
に

黙
と
う
を
グ

八
月
十
五
日
は
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
る
日
で
す
。
職

場
や
ご
家
庭
で
正
午
か
ら
一
分

間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ 

人
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
古
く
か

ら
の
カ
ナ
ダ
人
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
と
考
え
方
が
尊
重
さ
れ
て
い

み
な
さ
ん
は
、
「
子
供
の
権
利
条
約
」

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
発
展
途

上
国
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
条
約
だ
と

考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
条
約

は
、
私
た
ち
日
本
の
子
供
に
と
っ
て

も
大
変
大
事
な
条
約
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
初
め
て
、
人
権
と
い
う
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

二
年
前
に
、
三
年
暮
ら
し
た
カ
ナ
ダ

か
ら
帰
国
し
、
日
本
の
学
校
に
か
よ

い
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。

人
種
の
モ
ザ
イ
ク
国
家
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
カ
ナ

ダ
で
は
、
お
互
い
に
違
い
を
認
め
合

国
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老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
た
と
き
の
医
療
費
は
、
国
・
地
方

自
治
体
・
各
医
療
保
険
聞
の
助
け
あ

い
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
高

齢
者
の
医
療
費
は
、
い
わ
ゆ
る
若
年

被
保
険
者
の
医
療
費
の
数
倍
も
か
か

る
と
い
う
現
状
で
す
か
ら
、
高
齢
化

社
会
の
進
展
に
よ

っ
て
医
療
費
の
総

量
が
ふ
え
て
い
く
こ
と
は
さ
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
医
療
費
が
な

ぜ
ふ
え
る
の
か
、
そ
の
要
因
と
考
え

ら
れ
る
も
の
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。 

①	

病
気
に
か
か
る
率
・
受
診
率
が

-晶い 

②	

成
人
病
な
ど
の
慢
性
の
病
気
が

多
い 

③	

入
院
期
聞
が
長
期
に
わ
た
り
ゃ

す
い

コ
Ea荷
量
住
宅
内
容
。V
0
6
b
ξ

ゆ
」


・
¥-

・

・

。tlJOO。o¥} 

一一 女性技術講習会開催

-講習科目 	 1'¥ソコン (表計算)

-講習期間 	 平成 7 年 9 月 28 日 ~10月 27 日の聞に21 日間

・講習会
月 火 水 木 金� 

9月� 28 29 

10月� 2 3 4 5 6 

9 11 12 13 

16 17 18 19 20 

23 24 25 26 27 

但し.日程に若干の変更があります。

-講習時間 午前� 9: 30~午後 3 : 30 

受講資格 	 就業を希望する女性

講習内容 	 別紙のとおり

・開催場所 	  徳島健康科学総合センター

徳島市川内町平石住吉209番� 5 

20名

無料

テキスト代

徳島県女性職業センター

徳島市中昭和町� 1-2

(総合福祉センタ-1 F) ft0886-54-0121 

平成 7 年 9 月 7 日 ~9 月 11 日-申込期間

員

料

費

先

定

受

教

申

に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
若
年
時
か
ら

の
健
康
管
理
を
心
が
け
、
健
康
で
す

こ
や
か
な
毎
日
を
お
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
六
年
度
の
勝
浦

町
の
老
人
医
療
費
は
、
八
億
五
、

三

七
三
万
二
、
六
四
四
円
で
す
。
こ
の

医
療
費
は

一
人
当
り
に
計
算
す
る
と

年
間
七
三
六
、
六

一一

講

材

込

こ
の
よ
う
な
要
因
を
さ
け
る
た
め

円
で
す
。

その他 	 詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合

わせ下さい。

山、るJj\'主%~を 1 第3号被保険者になるための
僻を志L 届出を忘れていた皆さんヘ

厚生年金保険や共済組合に加入している方の配

偶者で健康保険の扶養家族にな っている方は，国

民年金の第� 3号被保険者として，届出をすれば，

その聞は保険料を自己負担することなく保険料の

納付済期間として取り扱われています。

しかし� 2年を越えて届出をおこな った場合，

直近の� 2年間は保険料の納付済期間として取り扱

われますが，それ以前の期間は，保険料の納付済

期間として取り扱われません。

今回の年金改正では，平成� 7年� 4月から平成� 9 

年� 3月を特例届出期間とし この間に届出をすれ

ば，第� 3号被保険者に該当した日にさかのぼって，

保険料の納付済期間として取り扱われることにな

ります。 (ただし， 第 3号被保険者の制度ができ

た昭和61年� 4月 1日までしか遡及しません。� )

また，すでに第� 3号被保険者の届出をし，保険

料の納付済期間とならない期間を有する方や，す

でに年金を受給されている方についても適用され

ます。

四

MUS04
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い
ま
す
。 

多量
 喝


争

回

⑧⑧⑨⑧⑧⑧⑧ 

「ほのぼのオレンジセミナー」
開催

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

三
七 
O
O
)

ン
タ
ー
「
オ
レ
ン
ジ
荘
」
ま
で
、
ご

な
に
か
希
望
す
る
テ

あ
り
ま
し
た
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

l
マ
な
ど
が

藍
里
病
院
石
村
栄
作
院
長
が
「
老

参
加
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
盛
況
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
約
三
百
人
の
方
々
の

「
オ
レ

ン
ジ
荘
」
が
、
勝
浦
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
家

族
介
護
者
教
室
「
ほ
の
ぼ
の
オ
レ

ン

ジ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

h
Fの で防りた犬人か犬 ・女子‘~r

犬後散犬ご止ま場ががれに 孟~n，
を始歩は協すす合人増た追 宣言な� i 
捨末はつ力る 。にに加りい�  vfで ! 
て等 つ なをた犬はかししか な� T 
な 、ないおめに 、 み て て け �  E十、� i 

ミで願によ 飼 つい被‘�  -v'  

。ナで飼い 、る い き ま 害 長 町� ; 
飼 |行うし次被 主 、すをた�  4こ : 
いをい 。まの害 の 被 。受り�  - --
犬守、 す 点を責害特け 、 ム4蓄苫;P~
がる フ 。に 来 任 をにてか�  f1-気. ).J 
不 。ン つ然と与飼いみ�  ιコ。明司こみ)� i 

藍
里
病
院
長

石
村
栄
作
先
生

不用犬の

買い上げ日� 

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

8月9日(水)� 

8月23日(水)

要
と
な
っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

⑤

補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行

つ

れ
家
で
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
買
い

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

上
げ
日
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

し
く
だ
さ
い
。

④
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、	

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
お

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

(二 

|
二
五
一

一
)

で
受
け
付
け
て

絡
く
だ
さ
い
。

喜楽苑夏まつり

のお知らせ

第 4回喜楽苑夏まつりが次の

日程で行われます。

当日は，模擬庖，カラオケ，

子供太鼓，阿波踊り，花火など

催 しも多彩です。

ご家族お誘い合わせで参加 く

ださい。

平成 7年 8月5日(剖� 

18日寺開j寅

一雨天の場合は翌日に延期一

勝
浦
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

人
性
痴
呆
と
そ
の
関
わ
り
方
」
と
題

し
て
講
演
し
、
老
人
性
痴
呆
の
特
徴

と
介
護
者
側
の
こ
こ
ろ
の
余
裕
が
大

切
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
ボ
ケ
予
防
の

十
ヵ
条
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
職
員
等
に
よ
る
痴
呆
性
老
人
の
介

護
に
つ
い
て
の
劇
「
家
に
お
ら
ん
で
」

が
あ
り
、
痴
呆
の
症
状
や
介
護
者

の
苦
労
を
コ
ミ
カ
ル
で
あ
り
な
が
ら

わ
か
り
や
す
く
表
現
し
、
参
加
者
か

ら
笑
い
と
拍
手
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た。
家
族
介
護
者
教
室
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
も
し
痴
呆
や
寝
た
き
り
に
な

っ
て
も
、
病
気
の
特
徴
を
知
り
、
上

手
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
い
ろ

ん
な
問
題
を
い

っ
し
ょ
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
みんなで犬害のない町に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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日� H霊 内 台~ 受付時間 場 所 文サ 象 者
持参する

ものほか� 

4 金� 1歳� 6ヵ月児健康診査 13: 30~14: 00 勝浦病院�  
H 5 .12. 1 ~H 6 . 2 .28 

までに生まれた子

問診票�  

母子手帳

9 水 日本脳炎予防接種 14: OO~15: 30 
農村環境改善�  

センター

1期� 2期� 3期の終了

していない子� 

予診察�  
母子手帳�  
予防接組手帳

500円� 

10 木 車誌 メロ〉、 健 康 圭ロ~ 査 8 :30~ 1O :30 星谷集会所 満40歳以上の一般住民
問診票�  

健康手帳� 

24 木 総 ぷロL 健 康 トJ4三ロ F 査� 8 :30~ 1O :30 沼江集会所 満40歳以上の一般住民
問診票

健康手帳� 

25 金 手L 児 健 康 圭p;:::;必' 査 13:30~14:30 勝浦病院�  
H 6 .12. 1 ~H 7 . 6 .30 

までに生まれた子� 
母子手帳� 

28 月
骨粗しょう症予防健康教室� 

と 健 康 本目 5炎
9 : OO~13: 00 生名センター

満� 40歳以上の女性

と一般住民�  
健康手帳

31 木 圭ロ総 メロ与、 健 康 J4トV 査� 8 : 30~10:30 農村婦人の家 満40歳以上の一般住民
問診票

健康手帳

の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
真
冬
日
た
年
で
し
た
。
国
税
庁
の
ま
と
め

は
、
同
じ
く
最
高
気
温
が
零
度
未
に
よ
る
と
、
昨
年
の
ビ
ー
ル
の
売

※総合健康診査とは，基本健診(無料)，胃検診� (800円)，結核 ・肺がん検診(100円)，暗疾検査� (600円)を同時に実

施するものです。ただ し，健診料は満� 70歳以上の方，市町村民税非課税世帯の方，生活保護世帯の方は無料です。

ι民…

高

松

三

十

一

回

十

四

回

�

 

…

那

覇

三

十

回

三

十

一

回

叩

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
と
高
松
で

一

は
、
毎
日
が
真
夏
日
で
し
た
。
気

昨
年
の
夏
が
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、
象
庁
で
は
昨
年
の
夏
の
天
候
を
、

こ
の
真
夏
日
と
い
う
言
葉
は
す
っ
高
温
、
猛
暑
、
少
雨
、
水
不
足
と

一

か
り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。
特
徴
ゃ
つ
け
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
一
日
の
最
高
ま
た
、
清
涼
飲
料
水
や
ピ

気
温
が
摂
氏
三
十
度
を
超
え
る
日
が
、
記
録
的
な
売
れ
行
き
を
示
し

満

の

日

で

す

。

一

一

れ

行

き

は

対

前

年

比

七

%

の

ま
た
、
熱
帯
夜
と
い
う
言
一
一
伸
び
を
示
し
、
酒
類
の
課
税

一

口
�
 一一

額
が
は
じ
め
て
二
兆
円
を
超

Eu

葉
も
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
こ
一
�
 

・

一
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
暑
か

1
=

一
っ
た
の
で
長
い
髪
を
束
ね
る

言
マ f'

れ
は
正
式
な
気
象
用
語
で
は
一

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
の
最
一

低
気
温
が
二
十
五
度
以
上
の
一

日
の
こ
と
で
す
。
最
低
気
温
一
�
 .
.

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
熱
帯
夜
と
す
。

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
猛
暑
で
真

夏
日
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
八
月
を
例
に
と
っ
て
、

一
昨
年
の
冷
夏
と
比
較
し
て
み
ま

附

し
た
。

一

(
場
所
)
(
平
成
六
年
)

一
札

幌

十

回

一
東
京
二
十
七
回

一
大
阪
三
十
一
回

e

一
女
性
が
多
く
、
へ
ア
・
ア
ク

一
セ
サ
リ
�
 

(
同
五
年
)

一
回

十
回

二
十
回

¥一

¥一

8月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

は
夜
か
ら
朝
方
に
か
け
て
出
一
一
O
%
も
伸
び
た
と
の
こ
と
で

…一一

ル

一

l

の
売
れ
行
き
が
五

l

今牛島---宇ムーム� ._..ふ 

回
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テキストボックス
みんなの健康

8月の保健行事
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-対応のしかた

汗をかいて体温が38.Cぐらい 汗が止まり体温が40.Cぐらい

の時� の時

。涼しい所に頭を高くして寝か 。涼しい所に寝かせ顔や首，胸

せ，衣服をゆるめ楽な状態に などを冷たいタオルでふいた

します。 り，ぬらしたパスタオルなど P¥ 

で体を包み，体温を下げるよ

。からだを冷水などで冷やし， うにする。体温がなかなか下

うちわや場所によっては扇風 がらない時は水をかけたり，

機などで風を送ったりします。 氷のうで冷やしたりします。

また，落ちついた状態にな

れば少しず、つ水分，スポーツ 。意識の確認をし，水やスポー

ドリンクなどを与え水分の補 ツドリンクを与え，救急車を

給をしましょう。 待ちましょう。

戸、、� 

。呼吸がもし止まったら，人工。回復しでも

しばらくは 呼吸をすぐ始めましょう 。

と
い
っ
た
状
態
で
す
。
た
ん
な
る
夏

パ
テ
で
あ
れ
ば
、
涼
し
く
な
る
に
つ

れ
て
食
欲
が
増
し
、
よ
く
眠
れ
る
よ

う
に
な
り
、
自
然
に
治
っ
て
し
ま
う

の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

夏
パ
テ
と
ば
か
り
気
軽
に
考
え
て
い

て
、
病
気
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

気
を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

夏
パ
テ
の
症
状
に
似
た
ま
ぎ
ら
わ

し
い
病
気
と
し
て
、
糖
尿
病
、
肝
炎
、

結
核
、
甲
状
腺
の
病
気
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
長
び
く
自
覚
症
状
に
は
、
病

気
が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、

一
度
受
診
す
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

夏
バ
テ
の
予
防
に
は

土
用
の
丑
の
日
に
う
な
、
ぎ
を
食
べ

る
と
夏
パ
テ
が
防
げ
る
と
い
う
こ
と

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
理
由
と
し

て
う
な
ぎ
に
は
、
良
質
の
た
ん
白
質

や
脂
肪
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
血
行
を
よ
く
し
、
疲
労

回
復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン 

ゃ
、
脂
肪

E

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
え
る
ビ
タ
ミ
ン

配
が
ふ
ん
だ
ん
に
入

っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
さ
ら
に
う
な
、
ぎ
を
し
よ
う
油

か

ば

や

た
れ
の
蒲
焼
き
に
す
れ
ば
、
夏
に
汗

で
失
わ
れ
る
塩
分
の
補
給
に
も
な
り

ま
す
。
栄
養
学
的
に
い
っ
て
も
非
常

に
優
れ
た
食
品
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
夏
パ
テ
予
防
に

、ょ
う
0

日
射
病
・
熱
射
病
に

注
意
ノ

-
予
防
方
法

・
水
分
の
補
給
は
十
分
し
ま
し

・
疲
労
や
過
労
、
空
腹
時
は
症
状
が

ひ
ど
く
な
り
ま
す
の
で
、
規
則
正

し
い
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

0

.
外
出
を
す
る
時
は
帽
子
や
日
が
さ

な
ど
を
使
用
し
、
暑
さ
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

-
車
を
止
め
る
時
は
、
車
内
に
小
さ

い
子
供
さ
ん
を
置
か
な
い
よ
う
に

ー
レ
宇
品 

f
v
よャフ。

は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

-
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
。

夏
の
暑
さ
が
続
く
と
食
欲
不
振

と
な
り
が
ち
で
、
そ
う
め
ん
な
ど

の
あ
っ

さ
り
し
た
食
べ
物
ば
か
り

に
偏
り
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
夏
パ
テ
予
防
に
は
、
も
う
一

品
料
理
を
添
え
る
な
ど
一
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
時
に 

j 
'

は
熱
い
料
理
を

日一
りdJ
h

食
べ
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う 

・
適
度
な
休
養
を
。

暑
さ
の
中
で
の
労
働
は
、
体
力

を
消
耗
し
疲
労
の
原
因
、
ま
た
食

欲
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
適

度
に
休
養
を
と
り
、
涼
し
い
時
間

に
活
動
す
る
な
ど
時
間
の
調
整
を

す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

-
水
分
を
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。

冷
た
い
も
の
や
水
分
を
取
り
過

ぎ
る
と
胃
の
消
化
能
力
が
低
下
し
、

さ
ら
に
胃
液
の
分
泌
を
促
す
ビ
タ

ミ
ン
貯
な
ど
も
尿
と
と
も
に
出
て

し
ま
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
工
夫
す
れ
ば
夏
パ
テ

予
防
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
自
分
の
体
に
合
わ
せ
た

対
策
を
し
、
暑
い
こ
の
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

安静にしま

しょう。

夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
よ
・
つ

や・もいこ重感 に
る・調・っとががか夏
気・子・まを減現けパ
が・が・でいつれてテ
お・出・たいてて食は
き・な・つまく 、欲
な・い・てする体 不夏
い・、� 振のO 

、体 ~ ‘4 、 盛

食・が・� ~~9 不り
欲・だ・ 内面勺¥ 眠か
がる・ ぱ ハ 、ら
ない・ 戸骨ブ 脱秋
い・ 、 池辺当 力 口

-L
舗
ノ
伊 

一
面

属
ト 
¥

4

g-f

s

o 

回

1 
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一杯のお茶に含まれる効用 f!ka
お茶には，眠気覚ましゃ神経 ・筋肉の活性化，利

尿，強心作用のあるタンニンやカフェインが含まれ

ているので，仕事の能率アップに最適です。このほ

か，ハーブを使ったハーブティーにも，からだやネ申

経の疲れを癒す効果があります。

ハーブティーの効用� 

リラックスしたいとき

ラベンダー，スイートマジョ

ラム，ローズなど。lAl 
d |疲れをとりたいとき

ローズヒップ，ハイビスカス，

レモングラスなど。

手軽なツボマッサージ� J ゐ吻彬

Relax 


マッサージは，血液の循環を促進させるので，疲

④雨戸やカーテンで騒音と労回復に役立ちます。気持ちょいと感じる部位(ツ

ボ)に刺激を与えるだけで効果を生み出します。 光をシャッ 卜アウト。

疲労回復のマ ッサージ

①手足の指，か らだの筋肉のへこんだ部分を� 10回ず
つ押しもむ。

⑤枕の幅は肩幅より大きめ，

高さは頭をのせたときで
②手を握り ，頭のてっぺんを� 10回ずったたき，次に


上体を前に傾けて腰を� 10回ずったたく 。� 

健康づくりのためには，バランスのとれた栄養と適

¥	 させたり，心身をリラックスさせて自分らしさをとり

ひとくちに休養といっても， とちょっとひと息ミ程度

のものから，休暇を利用したレクリ工ーションまでい

ろいろあります。� に合わせ，自分に合う効果的TPO

な休養のトータルコーディネイ卜を心がけてください。

ぐっすり眠る 錫ダ

畳の聞にたまった心身の疲れは，その日のうちに

解消することが肝心です。快眠は，そのための最大

の妙薬であるとともに 明日への活力を養うための

最も重要なと休養となのです。

度な運動はもちろんのこと，

喬
一造
一週

〈快眠のための� 5ヵ条 〉

①就寝・起床時聞を一定に

する。

②夕食前に軽い運動をする。

に20'"'-'30分っかる� 

と休むとことで疲労を回復

もどすなどの心身を と養うミことも大切です。

③ぬるめのお湯� (約40度)

o

国保税は，被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」ではありません。
被保険者となる月とは，職場の健康保険をやめたとき あるいは他の市
区町村から転入しで住み始めたとき� O

回

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

休養　体を休め　心に栄養補給を

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



勝
浦
映
画
祭
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{¥1

パ
ー
ト
  
I

4
.ひわ
湖
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
スで
年
代
別
一
位
ゴ 

ル
の
瞬
間 

|
戦
後
五
十
年
平
和
へ
の
願
い
|

8
月
円
日
同 

昼

の

部

午

後
2
時

夜

の

部

午

後

7
時

勝
浦
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

-R



勝
浦
映
画
祭
年
間
予
定
表

日

テ 

ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ 

ス
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

こ
の
競
技
は
、
水
泳
三

・
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
自
転
車
一
八 
0
・
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
マ
ラ
ソ
ン
四
二

・
一

九
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
続
け
て
行
う

競
技
で
、
ア
イ
ア
ン
マ
ン
(
鉄
人
)

レ 

ス
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
同
大
会
に
出
場
し
、
九
位

と
大
健
闘
し
た
の
で
す
が
、
今
年
は

五
位
入
賞
を
目
指
し
て
練
習
し
て
い

ま
す
と
の
こ
と
で
す
。

練
習
は
、
勤
務
日
の
朝
夕
と
休
日


に
四
時
間
か
ら
丸
一
日
か
け
て
行
っ


て
お
り
、
そ
の
量
が
日
本
ト
ッ
プ
ク


ラ
ス
の
力
を
維
持
し
て
い
る
の
で
す
。


滝
さ
ん
の
大
会
で
の
ご
健
闘
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

l

l

4
d
p

忘
れ
ら
れ
ま
咳
ん

邦
初
調
官

き
ょ
彦
ら
の
が
人

昨
年
ま
で
文
化
講
演
会
等
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
映
画
誕
生
百
年
を
記
念
し
て

「
勝
浦
映
画
祭
」
で
色
々
な
分
野
の
映
画
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


年
間
の
予
定
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。


第
一
回
目
は
「
戦
後
五
十
年
、
平
和
へ
の
願


い
」
と
し
て
、
実
話
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た


映
画
「
月
光
の
夏
」
を
上
映
し
ま
す
。


ま
た
、
実
際
に
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
坂
本
の

山
田
宗
夫
さ
ん
に
「
戦
争
と
平
和
の
お
は
な
し
」

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
l

八

月

十

九

日

凶

戦

後

五

十

年

十
月
二
十
八
日

ω
福
祉

十
一
月
二
十
二
日
附
教
育
一
般

八
年
二
月
十
七
日

ω
人
権

八
年
三
月
三
日
冊
子
供
向
マ
ン
ガ

・
山
田
宗
夫
さ
ん

(
勝
浦
町
坂
本
)

太
平
洋
戦
争
時
、
ピ
ル
マ
(
現
在
ミ
ャ
ン

マ
ー
)
派
遣
の
徳
島
の
部
隊
に
所
属
。
昭
和
二

十
年
八
月
、
現
地
で
終
戦
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
勝
浦
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会

長
、
勝
浦
町
草
友
会
会
長 

/

-
月
光
の
夏
解
説

す
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
初
年 
6
月
に
、
佐
賀
県
鳥

栖
の
国
民
学
校
(
現

・
小
学
校
)
を
訪
れ
た
ふ
た
り
の

若
者
が
い
た
。
彼
ら
は
バ
出
撃
を
ひ
か
え
た
特
攻
隊
員

で
、
音
楽
を
愛
し
て
い
た
。
こ
の
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
あ
る
と
聞
き
、
死
ぬ
前
に
一
度
思
い
切
り
ピ
ア

ノ
が
弾
き
た
く
て
駆
け
て
き
た
の
だ
。
ひ
と
り
が
楽
譜

を
め
く
り
、
ひ
と
り
が
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
「
月
光
」
を
見
事
に
弾
く
と
、
去
っ
た
き
り
二
度
と

戻
ら
な
か
っ
た
。

一一

l
l

当
時
の
女
教
師
(
故
上
野
歌
子
さ
ん
)
が
そ
の
思
い

出
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
語
り
伝
え
、
秘
話
は
よ
み
が
え
っ

た
。
そ
し
て
、
地
元
九
州
を
中
心
と
し
た
多
く
の
人
々

の
熱
い
思
い
を
結
集
し
て
映
画
が
生
ま
れ
た
。

そ
れ
が
「
月
光
の
夏
」
で
あ
る
。
作
家
の
毛
利
恒
之

氏
が
原
作

・
脚
本
を
書
き
、
「
ハ
チ
公
物
語
」
「
透
き
落

日
」
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
感
動
を
呼
ん
だ
神
山
征
二
郎
氏

が
殴
督
に
あ
た
っ
た
。
(
上
映
時
間 
1
時
間
臼
分
) 

出場権獲得

滝 豊水さ
と よ み

ん

昨
年
同
大
会
に
年
代

別
(
五
十
1
五
十
四
歳

の
部
)
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
た
滝
豊
水
さ

ん
が
、
今
年
も
国
内
予

選
を
通
過
、
十
月
七
日

に
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
る

(棚野)

一
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
祭

(
軟
式
野
球
)
町
代
表
決
ま
る

七
月
十
二
日
か
ら
十
九
日

ま
で
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
町
予
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。参

加
チ 

ム
が
別
表
の
と


お
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
対
戦


し
、
町
代
表
が
決
定
し
ま
し


た
。
八
月
下
旬
に
郡
予
選
が


本
町
で
行
わ
れ
ま
す
。


町
代
表
チ 

ム
の
皆
さ
ん
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

月
山2光
田だの
宗2夏
夫ぉLl 

i容

の 」
お
は
な
し

第 11ヲイFイFンマンレース
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固
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教室名 実 施 日 時 間

一<+・� 3 10 17 24 31 
午後� 7:30-F旬 コ広

木 木 木 木 木

着付け� 
4 18 

午後� 8:00-
金 金

ーτ+z+r4・� 
3 17 24 

午後� 7:30-手
木 木 木� 

2 9 23 
午後� 8:00-踊 り

水� 7}( 7}( 

生け花� 
5 22 

午後� 8:00-
土 火

。ド 句� 28 
午後� 8:00-

短歌 月

習� 
4 11 18 25 

午後� 7:00-，子」ー.

金 金 金 金� 

10 17 26 木阻日は午後� 1時

大正琴 土日面白は

木 木 土 午後� 6時30分から� 

v-
西

f

v-

り…お気軽に|
i…受…

¥
大
{
子
沼
江
{
圭
皐
ノ
口

/
香
川
県
普
通
寺
市

¥
大
字
沼
江
{
子
花
紫
盤

/

北

島

町

¥
大
字
中
角
{
子
西
山

/

神

山

町

ヘ
大
字
坂
本
字
夷
名
目

大
字
中
角

字
西
山

大
字
沼
江

字
寺
岡

北
山

6J2J 

戸
籍
の
窓


6
月
日
日

1
7
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

(敬称略) 

素
人
菊
花
展
と
お
茶
会
及
び
木
彫
レ
リ 

ワ
(浮
彫
)

I

チ
ギ
リ
絵
作
品
展
に

広
報
五
月
号
で
ご
案

勝浦会館� 8月行事

お
誕
生
お
め
で
と
う

内
い
た
し
ま
し
た
が
、

改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、

オ
ー
プ
ン
五
周
年
記
念

行
事
の
一
環
と
し
て
、
十

月
下
旬
に
二
日
間
の
予

定
で
、
町
民
菊
花
展
と
裏

千
家
流
、
石
州
流
に
よ

る
お
茶
会
及
び
棚
野
出

身
で
現
在
山
口
県
美
祢

市
在
住
の
岡
清
美
氏
ご

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た 

笠

木

正

博

大

前

美

奈

子

北

野

佐

江

喜

折

原

栄

子

増

田

裕

志

中

西

悪

美

子

宮

本

仁

志

箆

住

町

喜

田

影

子 

相

⑨
立
⑧

ぽ


智
必

夫
妻
に
よ
る
木
彫
レ
リ
ー
フ
(
浮
彫
)

と
チ
ギ
リ
絵
の
作
品
展
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
町
民
皆
様
方
の
多
数
の

ご
出
展
、
ご
参
加
、
ご
鑑
賞
を
お
願

い
し
ま
す
。

当
初
菊
作
り
の
勉
強
会
の
場
を
も

っ
予
定
で
し
た
が
、
都
合
で
実
現
で

3
U

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

N
H
K
趣
味
の


園
芸
・
作
業
十
二
か
月
シ
リ
ー
ズ
の


菊
の
本
な
ど
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す


の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。


匿

名

(

横

瀬

)

森
上
ト
ミ
江
さ
ん
(
与
川
内
)

堀

毅

男

さ

ん

(

中

山

)

森

岡

寄

男

さ

ん

(

久

国

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浩
司
/
長
男

良

子

¥

恭

公
久
/
二
男

圭

子

¥

孝

次 平

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
重
子
平

堀

ス

ミ

ヱ

(

部

歳

)

大
字
沼
江
字
並
松
岡
田
貞
保
(
初
歳
)

大
字
三
渓
字
東
浦
東
浦
柴
市
(
邸
歳
)

6
月
日
日

1
7
月
日
日

丑
若
英
成
さ
ん
(
横

匿

名

(

中

山瀬

l農村環境改善センターからE


-日時 8月4日(創� 

8月11日(創� 

8月18日(創� 

8月25日(創

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階� 

!とくン

く〉 夜間救急 当番表�  

8月� 2日

8月4日

8月⑥日

8月8日

8月10日

8月12日

8月14日

8月16日

8月18日

8月20日

8月22日

8月24日

8月26日

8月28日

8月30日

勝浦病院�  

上勝診療所� 

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所� 

勝浦病院�  

山西 医 院 �  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝 浦病院�  

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

園

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで お問い合わせください。

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで
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